
学校番号 2003 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳説「世界史」改訂版 （山川出版社） 

副教材等 
最新世界史図説「タペストリー」（帝国書院）、世界史重要語句チェックリスト（啓

隆社）、センター世界史（啓隆社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・世界の諸地域の歴史的事象に「なぜ」の視点を常にもつ。 

・歴史的事象を考察するとき、時間軸だけでなく、空間軸の視点も用意する。 

・世界の歴史を理解するとき、政治史、文化史といった面だけでなく、生活史からのアプローチを

常に意識する。 

・「歴史」を現在と過去の対話として捉える意識を常に持つ。 

・重要事項については、別角度からの見方、付随するエピソードなどにも眼を向ける。 

・現代史の取り扱いは、評価が定まっていないケースもあるので慎重に行う。 

 

２ 学習の到達目標 

・世界の歴史を地理的条件や、日本の歴史と関係付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる日

本国民としての自覚と資質を獲得する。 

・歴史的諸資料に、主体的、自覚的に触れることにより、歴史的思考力を養成する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古代から現代に至る

諸地域の歴史、一体化

していく世界の歴史

に対する関心と課題

意識を高め、意欲的に

追求しようと努める。 

現代世界の諸課題を

世界史的観点から考

察し、国際社会の変容

を踏まえ公正に判断

して、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

世界の歴史に関する

諸資料を収集し、有

用な情報を選択し

て、分析したり図表

などにまとめたりし

ている。 

世界の歴史について

の基本的な事項を地

理的条件や日本の歴

史と関連付けながら

理解し、その知識を

身につけている。 

評
価
方
法 

・ワークシート 

・レポート 

・定期考査 

・ワークシート 

・レポート 

・定期考査 

・ワークシート 

・定期考査 

・レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

一
学
期
（４
・
５
月
） 

世
界
史
への
扉 

・気候変動と私たち人類の生

活 

 

・漂流民のみた世界・砂糖か

らみた世界の歴史 

○  

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ a: 「自然環境 世界史の舞

台」をテーマとしてとりあげ，

自然環境と人類とのかかわり

に着目し，地理と歴史への関

心を高め，世界の歴史を意欲

的に学習しようとしている。 

b: 「自然環境 世界史の舞

台」をテーマとしてとりあげ，

自然環境と人類とのかかわり

を多面的･多角的に考察し，そ

の結果を適切に表現している 

c: 「自然環境 世界史の舞

台」をテーマとしてとりあげ，

自然環境と人類とのかかわり

についての様々な資料を収集

し，有用な情報を読み取り，

図表などにまとめるなどして

歴史的事象を追究する方法を

身に付けている。 

d「自然環境 世界史の舞台」

をテーマとしてとりあげ，自

然環境と人類とのかかわりを

考察し，世界の歴史の学習に

おける地理的視点の重要性と

世界の歴史を学習することの

意義を理解している。 

・ワークシート 

・レポート 



一
学
期
（４
・
５
月
） 

序
章 

 
 

先
史
の
世
界 

 

・人類の進化 

 

・文明の始まり 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a：人類が誕生し，自然環境に

適応しながら農耕・牧畜を始

めたことについて関心を高

め，意欲的に追究しようとし

ている 

b: ・人類が誕生し，自然環境

に適応しながら農耕・牧畜を

始めたことについて多面的･

多角的に考察し，その結果を

適切に表現している c: 人類

が誕生し，自然環境に適応し

ながら農耕・牧畜を始めたこ

とについて多面的･多角的に

考察し，その結果を適切に表

現している d：人類が誕生し，

自然環境に適応しながら農

耕・牧畜を始めたことについ

て多面的･多角的に考察し，そ

の結果を適切に表現している 

・ワークシー  

 ト 

 



一
学
期
（４
・
５
月
） 

 
 

 
 

第
１
章 

 
 

 
 

オ
リ
エ
ン
ト
と
地
中
海
世
界 

 
 

 
 

 
 

 

 

１、 古代オリエント世界 

２、 ギリシア世界 

３、 ローマ世界 

○  

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a：オリエント文明の展開とペ

ルシア人の活動を中心とした

西アジア世界の特質と，その

影響下に生まれた地中海周辺

の都市文明、その後のローマ

帝国について関心を高め，意

欲的に追究しようとしている 

b: オリエント文明の展開と

ペルシア人の活動を中心とし

た西アジア世界の特質と，そ

の影響下に生まれた地中海周

辺の都市文明、その後のロー

マ帝国について多面的･多角

的に考察し，その結果を適切

に表現している。 

c: オリエント文明の展開と

ペルシア人の活動を中心とし

た西アジア世界の特質と，そ

の影響下に生まれた地中海周

辺の都市文明、その後のロー

マ帝国について様々な資料を

収集し，有用な情報を読み取

り，図表などにまとめるなど

して歴史的事象を追究する方

法を身に付けている 

d: オリエント文明の展開と

ペルシア人の活動を中心とし

た西アジア世界の特質と，そ

の影響下に生まれた地中海周

辺の都市文明、その後のロー

マ帝国について理解し，その

知識を身に付けている。 

・定期考査 

・ワークシート 



一
学
期
（４
・
５
月
） 

第
２
章 

 
 

 
 

 

ア
ジ
ア
・ア
メ
リ
カ
の
古
代
文
明 

 

１、インドの古典文明 

２、東南アジアの諸文明 

３、中国の古典文明 

４、南北アメリカ文明 

 

 

 

○ 

 

○ 

  

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: 南アジア・東アジアで独自

の宗教と社会制度を基盤とし

た文明が形成されたことにつ

いて関心を高め，意欲的に追

究しようとしている 

b: 南アジア・東アジアで独自

の宗教と社会制度を基盤とし

た文明が形成されたことにつ

いて多面的･多角的に考察し，

その結果を適切に表現してい

る。  

c：南アジア・東アジアで独自

の宗教と社会制度を基盤とし

た文明が形成されたことにつ

いて様々な資料を収集し，有

用な情報を読み取り，図表な

どにまとめるなどして歴史的

事象を追究する方法を身に付

けている 

d: 南アジア・東アジアで独自

の宗教と社会制度を基盤とし

た文明が形成されたことを理

解し，その知識を身に付けて

いる 

・定期考査 

・ワークシート 



一
学
期
（４
・
５
月
） 

第
３
章 

 
 

 
 

内
陸
ア
ジ
ア
世
界
・東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１、 草原の遊牧民とオアシス

の定住民 

２、 北方民族の活動と中国

の分裂 

３、 東アジア文化圏の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: 東アジアの農耕地帯に成

立した中華文明が，中央ユー

ラシアに台頭した遊牧国家と

関係しながら，日本を含む東

アジア世界を形成したことに

ついて関心を高め，意欲的に

追究しようとしている。 

ｂ：東アジアの農耕地帯に成

立した中華文明が，中央ユー

ラシアに台頭した遊牧国家と

関係しながら，日本を含む東

アジア世界を形成したことに

ついて多面的･多角的に考察

し，その結果を適切に表現し

ている 

ｃ：東アジアの農耕地帯に成

立した中華文明が，中央ユー

ラシアに台頭した遊牧国家と

関係しながら，日本を含む東

アジア世界を形成したことに

ついて様々な資料を収集し，

有用な情報を読み取り，図表

などにまとめるなどして歴史

的事象を追究する方法を身に

付けている。 

ｄ：東アジアの農耕地帯に成

立した中華文明が，中央ユー

ラシアに台頭した遊牧国家と

関係しながら，日本を含む東

アジア世界を形成したことを

理解し，その知識を身に付け

ている 

・定期考査 

・ワークシート 



一
学
期
（６
・
７
月
） 

） 

第
４
章 

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
形
成
と
発
展 

１、イスラーム世界の形成 

２、イスラーム世界の発展 

３、インド・東南アジア・アフリ

カのイスラーム化 

４、イスラーム文明の発展 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

ａ：アラブ人とイスラーム帝

国の発展，トルコ系民族の活

動とイスラーム世界の拡大，

海陸の交易網の形成とユーラ

シア諸地域間の活発な交流に

ついて関心を高め，意欲的に

追究しようとしている。 

ｂ：アラブ人とイスラーム帝

国の発展，トルコ系民族の活

動とイスラーム世界の拡大，

海陸の交易網の形成とユーラ

シア諸地域間の活発な交流に

ついて関心を高め，意欲的に

追究しようとしている。 

ｃ：アラブ人とイスラーム帝

国の発展，トルコ系民族の活

動とイスラーム世界の拡大，

海陸の交易網の形成とユーラ

シア諸地域間の活発な交流に

ついて関心を高め，意欲的に

追究しようとしている。 

ｄ：アラブ人とイスラーム帝

国の発展，トルコ系民族の活

動とイスラーム世界の拡大，

海陸の交易網の形成とユーラ

シア諸地域間の活発な交流に

ついて理解し，その知識を身

に付けている。 

・定期考査 

・ワークシート 



一
学
期
（６
・
７
月
） 

） 

第
５
章 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
発
展 

１、西ヨーロッパ世界の成立 

２、東ヨーロッパ世界の成立 

３、西ヨーロッパ中世世界の

変容 

４、西ヨーロッパの中世文化 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

ａ：地中海世界の政治的統一

性が失われた後に，キリスト

教を共通の基盤とするヨーロ

ッパ世界がそれぞれの地域性

を保ちながら東西に形成さ

れ，展開していった過程につ

いて関心を高め，意欲的に追

究しようとしている。 

ｂ：地中海世界の政治的統一

性が失われた後に，キリスト

教を共通の基盤とするヨーロ

ッパ世界がそれぞれの地域性

を保ちながら東西に形成さ

れ，展開していった過程につ

いて多面的･多角的に考察し，

その結果を適切に表現してい

る。 

ｃ：地中海世界の政治的統一

性が失われた後に，キリスト

教を共通の基盤とするヨーロ

ッパ世界がそれぞれの地域性

を保ちながら東西に形成さ

れ，展開していった過程につ

いて様々な資料を収集し，有

用な情報を読み取り，図表な

どにまとめるなどして歴史的

事象を追究する方法を身に付

けている。 

ｄ：地中海世界の政治的統一

性が失われた後に，キリスト

教を共通の基盤とするヨーロ

ッパ世界がそれぞれの地域性

を保ちながら東西に形成さ

れ，展開していった過程につ

いて理解し，その知識を身に

付けている。 

 

・定期考査 

・ワークシート 



一
学
期
（６
・
７
月
） 

第
６
章 

内
陸
ア
ジ
ア
世
界
・東
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開 

１、トルコ化とイスラーム化の

進展 

２、東アジア諸地域の自立化 

３、モンゴルの大帝国 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 ○ 

 

○ 

○ 

ａ：ユーラシアの諸民族が，

東アジア世界をはじめとする

ユーラシア諸地域の交流と再

編に大きな役割を果たし，モ

ンゴル帝国が成立・再編され

ていった過程について関心を

高め，意欲的に追究しようと

している。 

ｂ：ユーラシアの諸民族が，

東アジア世界をはじめとする

ユーラシア諸地域の交流と再

編に大きな役割を果たし，モ

ンゴル帝国が成立・再編され

ていった過程について多面

的･多角的に考察し，その結果

を適切に表現している。 

ｃ：ユーラシアの諸民族が，

東アジア世界をはじめとする

ユーラシア諸地域の交流と再

編に大きな役割を果たし，モ

ンゴル帝国が成立・再編され

ていった過程について様々な

資料を収集し，有用な情報を

読み取り，図表などにまとめ

るなどして歴史的事象を追究

する方法を身に付けている。 

ｄ：ユーラシアの諸民族が，

東アジア世界をはじめとする

ユーラシア諸地域の交流と再

編に大きな役割を果たし，モ

ンゴル帝国が成立・再編され

ていった過程について理解

し，その知識を身に付けてい

る。 

 

・定期考査 

・ワークシート 



二
学
期
（９
・
１
０
月
） 

第
７
章 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄 

１、東アジア世界の動向 

２、清代の中国と隣接諸地域 

３、トルコ・イラン世界の展開 

４、ムガル帝国の興隆と東南

アジア交易の発展 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

ａ：14 世紀から 18 世紀まで

の東アジア，西アジア，南ア

ジアの動向，及びそれぞれの

地域の社会や文化の特質につ

いて関心を高め，意欲的に追

究しようとしている 

ｂ：14 世紀から 18 世紀まで

の東アジア，西アジア，南ア

ジアの動向，及びそれぞれの

地域の社会や文化の特質につ

いて多面的･多角的に考察し，

その結果を適切に表現してい

る。 

ｃ：14 世紀から 18 世紀まで

の東アジア，西アジア，南ア

ジアの動向，及びそれぞれの

地域の社会や文化の特質につ

いて様々な資料を収集し，有

用な情報を読み取り，図表な

どにまとめるなどして歴史的

事象を追究する方法を身に付

けている。 

ｄ：14 世紀から 18 世紀まで

の東アジア，西アジア，南ア

ジアの動向，及びそれぞれの

地域の社会や文化の特質につ

いて理解し，その知識を身に

付けている。 

 

・定期考査 

・ワークシート 



二
学
期
（９
・
１
０
月
） 

第
８
章 

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成 

  

１、 ヨーロッパ世界の拡大 

２、 ルネサンス 

３、 宗教改革 

４、 ヨーロッパ諸国の抗争と

主権国家体制の形成 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

ａ：15 世紀から 16 世紀まで

のヨーロッパ世界の動向，及

びヨーロッパの社会や文化の

特質について関心を高め，意

欲的に追究しようとしてい

る。 

ｂ：15 世紀から 16 世紀まで

のヨーロッパ世界の動向，及

びヨーロッパの社会や文化の

特質について多面的･多角的

に考察し，その結果を適切に

表現している。 

ｃ：15 世紀から 16 世紀まで

のヨーロッパ世界の動向，及

びヨーロッパの社会や文化の

特質について様々な資料を収

集し，有用な情報を読み取り，

図表などにまとめるなどして

歴史的事象を追究する方法を

身に付けている。 

ｄ：15 世紀から 16 世紀まで

のヨーロッパ世界の動向，及

びヨーロッパの社会や文化の

特質について理解し，その知

識を身に付けている。 



二
学
期
（９
・
１
０
月
） 

第
９
章 

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
展
開 

１、重商主義と啓蒙専制主義 

２、ヨーロッパ諸国の海外進

出 

３、１７～18 世紀ヨーロッパの

文化と社会 

 

○ 

○  

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

ａ：17 世紀から 18 世紀ま

でのヨーロッパ世界の動

向，及びヨーロッパの社会

や文化の特質について関心

を高め，意欲的に追究しよ

うとしている。とくに、ス

ペインの時代が終わり、オ

ランダの時代を挟んで、イ

ギリス・フランスの時代に

なっていくことを理解しよ

うとしている。 

ｂ：17 世紀から 18 世紀ま

でのヨーロッパ世界の動

向，及びヨーロッパの社会

や文化の特質について多面

的･多角的に考察し，その結

果を適切に表現している。 

ｃ：17 世紀から 18 世紀ま

でのヨーロッパ世界の動

向，及びヨーロッパの社会

や文化の特質について様々

な資料を収集し，有用な情

報を読み取り，図表などに

まとめるなどして歴史的事

象を追究する方法を身に付

けている。 

ｄ：17 世紀から 18 世紀ま

でのヨーロッパ世界の動

向，及びヨーロッパの社会

や文化の特質について理解

し，その知識を身に付けて

いる。 

・定期考査 

・ワークシート 



二
学
期
（９
・
１
０
月
） 

第
１
０
章 

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・ア
メ
リ
カ
世
界
の
成
立 

１、 産業革命 

２、 アメリカ独立革命 

３、 フランス革命とナポレオ

ン 

○  

○ 

○ 

 ○ 

○ 

○ 

ａ：18 世紀後半から 19 世紀

までのヨーロッパとアメリカ

の諸革命，及び社会の産業化

と国民国家の形成が相互に関

係しつつ進んだことについて

関心を高め，意欲的に追究し

ようとしている。 

ｂ：18 世紀後半から 19 世紀

までのヨーロッパとアメリカ

の諸革命，及び社会の産業化

と国民国家の形成が相互に関

係しつつ進んだことについて

多面的･多角的に考察し，その

結果を適切に表現している。 

ｃ：18 世紀後半から 19 世紀

までのヨーロッパとアメリカ

の諸革命，及び社会の産業化

と国民国家の形成が相互に関

係しつつ進んだことについて

様々な資料を収集し，有用な

情報を読み取り，図表などに

まとめるなどして歴史的事象

を追究する方法を身に付けて

いる。 

ｄ：18 世紀後半から 19 世紀

までのヨーロッパとアメリカ

の諸革命，及び社会の産業化

と国民国家の形成が相互に関

係しつつ進んだことについて

理解し，その知識を身に付け

ている。 

 

・定期考査 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



二
学
期
（１
１
・１
２
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

第
１
１
章 

欧
米
に
お
け
る
近
代
国
民
国
家
の
発
展 

１、 ウィーン体制の成立 

２、 二ヨーロッパの再編と新

統一国家の誕生 

３、 南北アメリカの発展 

４、 １９世紀欧米の文化 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

ａ：18 世紀後半から 19 世 

紀までのヨーロッパとアメ

リカの諸革命，及び社会の

産業化と国民国家の形成が

相互に関係しつつ進んだこ

とについて関心を高め，意

欲的に追究しようとしてい

る。 

ｂ：18 世紀後半から 19 世

紀までのヨーロッパとアメ

リカの諸革命，及び社会の

産業化と国民国家の形成が

相互に関係しつつ進んだこ

とについて多面的･多角的

に考察し，その結果を適切

に表現している。 

ｃ：18 世紀後半から 19 世

紀までのヨーロッパとアメ

リカの諸革命，及び社会の

産業化と国民国家の形成が

相互に関係しつつ進んだこ

とについて様々な資料を収

集し，有用な情報を読み取

り，図表などにまとめるな

どして歴史的事象を追究す

る方法を身に付けている。 

ｄ：18 世紀後半から 19 世

紀までのヨーロッパとアメ

リカの諸革命，及び社会の

産業化と国民国家の形成が

相互に関係しつつ進んだこ

とについて理解し，その知

識を身に付けている 

 

・定期考査 

・ワークシート 



二
学
期
（１
１
・１
２
月
） 

第
１
２
章 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
動
揺 

１、 オスマン帝国支配の動

揺と西アジア地域の変容 

２、 南アジア・東南アジアの

植民地化 

３、 東アジアの激動 

 ○ 

 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：世界市場の形成を背景

にしたヨーロッパ諸国のア

ジア進出とアジア諸国の対

応，及び 19 世紀のアジアの

特質とその中での日本の位

置づけについて関心を高

め，意欲的に追究しようと

している。 

ｂ：世界市場の形成を背景

にしたヨーロッパ諸国のア

ジア進出とアジア諸国の対

応，及び 19 世紀のアジアの

特質とその中での日本の位

置づけについて多面的･多

角的に考察し，その結果を

適切に表現している。 

ｃ：世界市場の形成を背景

にしたヨーロッパ諸国のア

ジア進出とアジア諸国の対

応，及び 19 世紀のアジアの

特質とその中での日本の位

置づけについて様々な資料

を収集し，有用な情報を読

み取り，図表などにまとめ

るなどして歴史的事象を追

究する方法を身に付けてい

る。 

ｄ：世界市場の形成を背景

にしたヨーロッパ諸国のア

ジア進出とアジア諸国の対

応，及び 19 世紀のアジアの

特質とその中での日本の位

置づけについて理解し，そ

の知識を身に付けている。 

 

・定期考査 

・ワークシート 



二
学
期
（１
１
・１
２
） 

第
１
３
章 

帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動 

１． 帝国主義と列強の展開 

２． 世界分割と列強対立 

３． アジア諸国の改革と民族

運動 

○ ○ 

 

○ 

 

 

 ○ 

○ 

○ 

 

 

ａ：ヨーロッパ諸国のアジ

ア・アフリカへの進出が、

一方的な強者弱者の図式に

なっていないか。アジアの

一員としてのわが国の視点

を失っていないか。欧米中

心史観にとらわれていない

か。 

ｂ：欧米列強が植民地を形

成していく中で、お互いに

対立し、やがては世界大戦

につながっていく経を理解

し、その結果を適切に表現

している。 

ｄ：アジア諸国の改革運動、

反植民地運動を正しく理解

し、さらに日本の位置づけ

について様々な考え方を知

っている。 

 

 
ワ ー ク

シート 



二
学
期
（１
１
・１
２
月
） 

第
１
４
章 

二
つ
の
世
界
大
戦 

１． 第一次世界大戦とロシア

革命 

２． ヴェルサイユ体制下の欧

米諸国 

３． アジア・アフリカ諸国の民

族運動 

４． 世界恐慌とファシズム諸

国の侵略 

５． 第二次世界大戦 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：戦争は軍隊がするもの、

殺し合いは軍人たちの世

界、というこれまでの戦争

観を一変させる世界大戦。

どうしてこのようなことに

なったかに関心を寄せ、繰

り返さないための様々なツ

ールを考えようとする。 

ｂ：登場した様々な残虐兵

器について、図表や写真な

どから具体的に想像し、そ

の非人間性を表現する。 

ｃ：大戦間のドイツのイン

フレについて、具体的な数

字を扱い、その計算式から

算術的にハイパーインフレ

を理解する。 

ｄ： 一次大戦で厳しく反省

し、二度と世界大戦を起こ

すまいと様々に工夫したに

もかかわらず、人類は再び

世界大戦の惨禍に見舞われ

た。政治的経済的理解にと

どまらず、社会的文化的な

側面からも理解できる。 

 

・ワークシート 

 



二
学
期
・三
学
期
（１
２
・
１
月
） 

第
１
５
章 

冷
戦
と
第
三
世
界
の
独
立 

 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
動
揺 

１． 戦後世界秩序の形成と

アジア諸地域の独立 

２． 米ソ冷戦の激化と西欧・

日本の経済復興 

３． 第三世界の台頭と米・ソ

の歩み寄り 

４． 石油危機と世界経済の

再編 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：戦後世界がどのように

できてきたのかを政治的に

捉えようとする。石油危機

の正しい知識を得、消費者

としての正しい態度を考え

る。 

ｂ： 核抑止論が現実政治の

中でどのような位置づけで

あったのかを考え、自分の

意見を述べることができ

る。 

ｃ：世界地図上、東西冷戦

を理解するのに好適な組織

名を記入し、また色分けし、

冷戦を視覚的に理解する。  

ｄ： 戦後処理がどのように

おこなわれたかを知り、平

和ニッポンのあるべき姿を

思いいたす。 

 

 

・ワークシー

ト 

・レポート 

 



二
学
期
・三
学
期
（１
２
・
１
月
） 

第
１
６
章 

現
代
の
世
界 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
動
揺 

１． 社会主義世界の変容と

グローバリゼーションの

進展 

２． 途上国の民主化と独裁

政権の動揺 

３． 地域紛争の激化と深刻

化する貧困 

４． 現代文明の諸特徴 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ： 眼前に広がる現代国際

社会への多様な関心を啓発

し、自分の行く先との係わ

り合いを探求する態度を養

う。新聞・テレビをはじめ、

情報ツールを利用して、世

界情勢を少しでも知ろうと

する。 

ｂ： めまぐるしく展開する

世界情勢の中で、自分・家

族・地域社会・国家の進む

先を考えようとし、表現し

ようとする。 

ｃ： 建築・絵画・音楽など、

２０世紀文明の先端的造形

を空間的情緒的に理解し、

その構造を知る。 

ｄ：廃墟から立ち直ったわ

が国の経済発展と、そのと

きそのときの国際情勢が密

接に関連していることを理

解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシー

ト 

・レポート 

 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


